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◇
実

施
日

；
平

成
２

９
年

０
６

月
２

４
日

( 土
)  

曇
り

一
時

薄
日

 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

湯
川

一
郎

、
 

生
熊

千
万

満
子

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
名

。
 

 

 
６

月
初

旬
に

、
行

方
不

明
者

の
滑

落
・
転

落
の

可
能

性
の

あ
る
「

槍
ヶ

岳
・

 

地
蔵

岳
鎖

場
尾

根
８

個
所

の
懸

垂
下

降
に

よ
る

捜
索

」
を

実
施

し
た

が
、

残
 

念
な

が
ら

見
つ

け
ら

れ
な

か
っ

た
事

か
ら

、
葛

川
辻

あ
る

い
は

槍
ヶ

岳
手

前
 

尾
根

上
の

N
o
２

６
鉄

塔
か

ら
地

蔵
岳
・
東

屋
岳

を
迂

回
し

う
る

鉄
塔

巡
視

路
 

を
辿

っ
た

事
も

想
定

さ
れ

捜
索

す
る

事
に

し
た

。
 

当
初

計
画

の
２

５
日

( 日
) に

は
、
１

０
名

強
の

参
加

予
定

者
が

あ
っ

た
が

、
 

梅
雨

前
線

の
北

上
に

よ
り

大
雨

に
な

る
予

報
と

な
り

、
急

遽
２

４
日

( 土
) に

 

変
更

し
、

半
数

の
５

名
が

参
加

し
た

。
 

２
１

日
の

豪
雨

に
よ

り
新

宮
市

相
賀

地
内

の
国

道
１

６
８

号
線

が
通

行
 

止
め

と
な

り
、
３

１
１

号
線

の
風

伝
峠
・
瀞

大
橋

を
経

て
、
１

６
９

号
線

に
 

入
り

、
東

野
ト

ン
ネ

ル
手

前
を

左
折

し
上

葛
川

へ
。
上

葛
川

口
バ

ス
停

上
の

 

登
山

口
の

路
肩

に
川

島
車

を
駐

車
し

、
沖

﨑
車

で
上

葛
川

集
落

外
れ

の
林

道
 

終
点

の
登

山
口

( 木
馬

道
・

旧
逓

信
道

) に
８

時
に

到
着

。
 

 
 

 

 
葛

川
辻

へ
の

登
山

口
に

て
 

最
奥

取
水

場
の

滝
 

 
 

N
o
2

9
鉄

塔
標

識
・

分
岐

 

湯
川

君
は

、
勤

務
先

の
彦

根
市

か
ら

急
遽

帰
省

し
て

、
ハ

ー
ネ

ス
・
ヘ

ル
 

メ
ッ

ト
を

装
着

し
て

、
今

回
の

捜
索

山
行

に
参

加
し

て
下

さ
る

。
 

上
葛

川
沿

い
の

旧
逓

信
道

に
は

、
こ

の
時

節
に

な
る

と
山

ヒ
ル

が
居

る
の

 

で
、

生
熊

・
児

嶋
氏

持
参

の
木

酢
液

を
足

元
に

ス
プ

レ
ー

す
る

。
 

 
先

日
の

豪
雨

も
こ

れ
ま

で
少

雨
だ

っ
た

た
め

、
程

よ
い

路
面

の
固

さ
で

 

影
響

は
少

な
い

。
最

奥
の

取
水

場
の

滝
を

過
ぎ

、
約

１
時

間
歩

い
て

山
ヒ

 

ル
の

居
な

そ
う

な
地

点
で

、
生

熊
さ

ん
差

し
入

れ
の

冷
え

甘
夏

柑
で

小
休

 

止
。

こ
の

間
、

切
り

立
っ

た
箇

所
に

目
を
移

し
て

捜
索

し
な

が
ら

辿
る

。
 

 
程

な
く
支
谷

沿
い

に
急

登
す

る
と

N
o
2
8
・

2
9
鉄

塔
標
識

の
地

点
に

着
 

く
。
此
処

は
、

N
o
2
9
鉄

塔
へ

の
分
岐

で
あ

り
、
上

葛
川

へ
下

る
に

は
９

０
 

度
方
向

を
変

え
下

降
す

る
地

点
の

た
め

、
間
違

い
や

す
く

児
嶋

氏
は

道
標

 

を
設
置

し
て

下
さ

る
。

 

 
葛

川
辻

に
登

り
、

槍
ヶ

岳
手

前
尾

根
の

N
o
2
6
鉄

塔
か

ら
鉄

塔
巡

視
路

 

を
辿

り
、
香
精

山
を

経
て

２
１
世
紀

の
森

と
上

葛
川
分
岐

よ
り

下
る

当
初

 

の
予

定
を

、
午
後

か
ら

雨
も

予
想

さ
れ

N
o
2
8
鉄

塔
か

ら
鉄

塔
巡

視
路

を
 

辿
る

事
に

す
る

。
 

 
程

な
く

前
方

上
に

小
屋

が
見

え
る

地
点

に
、

地
蔵

岳
参

道
( 地

蔵
岳

１
時

 

間
) 石
柱

と
N

o
2
8
鉄

塔
標
識

が
設
置

さ
れ

て
い

る
分
岐

で
あ

る
。

 

 
黒
色

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
階
段

を
頼

り
に

、
ジ
グ
ザ
グ

に
目
印

の
標
識
テ

ー
 

プ
に
導

か
れ

登
る

こ
と

、
約

１
５
分

で
N

o
2
8
鉄

塔
に

登
る

。
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o
2
8
鉄

塔
 

 
 

 
 

地
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岳
・
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場

へ
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石
柱
 

地
蔵

岳
を

越
え

た
奥

駈
道
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此
処

か
ら

は
。

N
o
2
6
鉄

塔
そ

し
て

N
0
3
0
鉄

塔
が
望

ま
れ

る
が

、
N

o
2
7
、

 

N
o
2
9
鉄

塔
へ

の
鉄

塔
巡

視
路

へ
の
標
識

は
無
く

道
も

見
当

た
ら

な
い

。
 

左
尾

根
の
杉

大
木

に
テ

ー
プ

が
あ

り
、

こ
の

地
点

よ
り

左
斜

面
を
斜

上
 

す
る

と
水

場
・

地
蔵

岳
の
石
柱

が
倒
伏

し
て

い
る

。
 

此
処

よ
り

左
斜

面
を
ジ
グ
ザ
グ

に
登

り
、
派

生
し

た
尾

根
を

辿
り

登
る

 

と
、
左
；
地

蔵
岳

の
石
柱

道
標

と
奥
駈

道
石
柱

道
標

( 以
前

に
水

場
標
識

の

在
っ

た
) の

立
つ

小
ピ

ー
ク

尾
根

に
出

る
。

 

小
休

止
後

、
不
動

明
王
石
像

の
在

る
尾

根
を
越

え
て

、
四
阿
宿
跡

へ
１

１
時

半
に

着
き
昼
食

と
す

る
。
此
処

に
落

し
物

の
名
無

し
帽

子
が

あ
っ

た
。
 

昼
食
後

、
拝
み
返

し
、
檜
宿

を
越

え
て

下
る

と
、
石
柱

道
標

が
あ

り
、

左
側

に
上

葛
川

の
標
識

の
あ

る
N

o
2
9
鉄

塔
へ

の
巡

視
路
分
岐

で
あ

る
。

 

程
な
く
香
精

山
手

前
尾

根
上

の
N

o
3
0
鉄

塔
に

着
く

。
再
度

、
協
議

を
 

し
て

N
o
2
9
鉄

塔
巡

視
路
分
岐

に
引
き
返

し
、

上
葛

川
へ

の
鉄

塔
巡

視
路

 

を
捜

索
す

る
事

に
し

た
。

 

 
 

 

香
精

山
手

前
の

N
o
3

0
鉄

塔
 

奥
駈

道
の

N
o
2

9
分

岐
 

 
N

o
2

9
鉄

塔
標

識
・

分
岐

 

 分
岐

よ
り

急
斜

面
の

ト
ラ

バ
ー

ス
道

で
あ

り
、
斜

面
下

を
良
く

見
な

が

ら
辿

り
、
張

り
出

し
尾

根
に
在

る
N

o
2
9
鉄

塔
に

着
く

。
 

 
鉄

塔
よ

り
間
伐

・
枝
打
ち

さ
れ

た
植

林
帯

を
ジ
グ
ザ
グ

に
下

降
す

る
と

支
谷

に
傾

い
た

鉄
板

橋
が

あ
り

、
谷

を
歩

い
て
対
岸

へ
渡

り
、
谷

沿
い

に

下
る

と
道

が
判

ら
な

い
。

湯
川

君
が
再
度
支
谷

を
渡

っ
て

、
踏
み
跡

を
見

つ
け

て
、
直

ぐ
に

N
o
2
8
、
2
9
鉄

塔
標
識

の
旧

逓
信

道
に

１
３

時
に
戻

る
。

 

結
局

、
N

o
2
8
鉄

塔
か

ら
N

o
2
9
鉄

塔
へ

の
巡

視
路

は
無
く

、
葛

川
辻

か
ら

は
N

o
2
9
鉄

塔
分
岐

か
ら

N
o
2
9
鉄

塔
を

経
て

、
奥
駈

道
尾

根
に
出

て
N

o
3
0
鉄

塔
に
至

る
事

に
な

る
。
そ

う
な

る
と

N
o
2
6
鉄

塔
か

ら
N

o
2
7

鉄
塔

巡
視

路
を

経
て
何
処

に
道

が
続

い
て

い
る

の
か

、
次

回
に
再
確
認

す

る
必
要

が
あ

る
。
又

、
今

回
も

行
方

不
明

者
の

手
掛

り
は

、
見

つ
か

ら
な

か
っ

た
 

 
此
処

よ
り

上
葛

川
へ

と
朝

通
っ

た
旧

逓
信

道
を
引
き
返

し
、

上
葛

川
の

駐
車

地
に

１
４

時
３

０
分

に
戻

る
。

 

 
「

先
ダ
ニ
後

ヒ
ル

」
と
言
わ

れ
る
様

に
、
最
後

尾
を

歩
い

た
沖

﨑
氏

が
、

山
ヒ

ル
１
匹

に
血

を
吸
わ

れ
た

が
、

生
熊

、
児

嶋
さ

ん
の
衣
服

上
に
付

着

し
て

い
た

が
吸
わ

れ
な

か
っ

た
。

 
 

 
山

ヒ
ル
退
治

に
は

、
塩
及
び
ラ
イ
タ

ー
が
効
果
的

で
、
直

ぐ
に
体

か
ら

離
れ

て
取

れ
る

そ
う

で
あ

る
、
鈴
鹿

山
系

の
山

は
も

っ
と

山
ヒ

ル
が

居
る

と
の

湯
川

君
の
談

で
あ

る
。

 

 
帰

路
、
阪
本

の
川

島
農
園
？

に
立
寄

り
、
大

根
・
胡
瓜
・
茄

子
・
ピ

ー

マ
ン

・
桃

・
甘

夏
柑

を
採

り
、

少
し
ず

つ
で

は
あ

る
が
分

け
て
貰

っ
た

。
 

 
 

上
葛

川
登

山
口

に
戻

る
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